
澱
一

実
施
は
十
一
月
一
日
 

襲
 

バ・
績
『
）
 

『
五
カ

月
振
り

で
陽

の
目

見
る

「
 

鶴
田
町
梅
田
、
中
泉
の
五
所
川
原
市
へ
の
分
村
合
併
に
関
す
る
最
終
協
議
会
は
、
本
市
側
か
ら

外
崎
市
長
鹿
内
市
議
会
副
議
長
、
新
岡
総
務
課
長
、
鶴
田
町
側
か
ら
渋
谷
町
長
、
藤
田
町
議
会

議
長
、
分
村
派
を
代
表
し
て
鈴
木
連
治
氏
が
出
席
の
上
、
県
か
ら
横
山
副
知
事
、
小
笠
原
地
方

課
長
が
参
加
、
三
和
前
代
議
士
を
立
会
人
と
し
て
十
日
午
後
三
時
か
ら
県
庁
で
開
催
さ
れ
、
 四

時
間
に
亘
る
協
議
の
結
果
、
午
後
七
時
半

に
至
り
遂
に
次
ぎ

の
九
項
目
に
完
全
な
意
見
の
一
致

を
見
、
右
協
定
に
対
し
出
席
五
者
の
歴
史
的
調
印
を
行
つ
た
、
こ
れ
に
よ
り
先
き
に
自
治
庁
よ

り
県
に
指
示
さ
れ
た
県
選
管
に
よ
る
住
民
投
票
の
代
執
行
は
回
避
さ
れ
、
話
合
い
に
よ
る
円
満

解
決
を
見
た
わ
け
で
、
去
る
五
月
九
日
の
投
票
騒
じ
よ
う
以
来
丸
五
カ
月
、
昨
年
一
一月
の
分
村

抗
争
以
来

一
年
十
カ
月
振
り
で
、
両
部
落
の
分
村
が

陽
の
目
を
見
る
事
に
な
る
、
な
お
分
村
実

施
は
十

一
月
一
日
と
な
る
が
、
調
印
終
了
後
の
両
首
長
の
表
情
は
苦
斗

の
過
去
を
彫
り
き
ざ
む

深
い
額
の
し
わ
に
も
喜
び
が
溢
れ
、
ホ
ツ
ト
し
た
表
情
で
握
手
を
交
わ
し
、
大
伽
藍
の
よ
う
に

静
ま
り
返
つ
た
県
庁
内
の
深
夜
の

一
室
に
、

一
瞬
和
や
か
な
雰
囲
気
が
流
れ
た
 

胸
な
で

下
し

た
 
両
首長
 

一
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欝
難
十

月
十
入
日
 

合
併
協
定
事
項
の
全
女
 

ー
 

γ
【l
ょ
・I
ー
ー
 
注
浅

ー
一
編

綿
」
 

梅
田
、
4
1泉
の
分
村
合
併
協
定

事
項
は
次
の
よ
う
で
あ
る
 

協

定
事
項
 

鶴
田
町
大
字
梅
田
及
び
中
泉
両

地
域
を
境
界
変
更
し
て
五
所
川

原
市
に
編
入
す
る
こ
と
を
両
市

町
聞
に
お
い
て
自
発
的
に
決
定

ず
る
こ
と
に
妥
結
し
た
、
f

っ

て
左
記
事
項
を
協
定
す
る
も
の

で
あ
る
 

物
は
鶴
田
町
の
所
有
、
全
校

敷
地
は
五
所
川
原
市
の
所
有

と
す
る
 

但
し
全
校
敷
地
と
し
て
五
所

川
原
市
は
昭
和
三
十

一
年
度

よ
り
向
う
「
十
年
聞
鶴
田
ミ

に
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
、
 

全
期
間
中
に
お
い
そ
も
使
用

目
的
変
更
の
場
合
は
解
約
す

る
も
の
と
す
る
 

こ
の
上
な
い

喜
び
 

一
関
係
者
の
努
力
に

一
 

」
深
い
敬
意
を
携
う
一
 

泉
の
分
村
問
題
も
漸
く
解
決
の

運
び
に
到
つ
た
こ
と
は
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
る
、

こ
の
問
題

の
円
満
解
決
に
終
始
真
卿
な
努

カ
を
さ
れ
た
三
和
前
代
議
士
と
 

大
字
横
着
か
ら
分
家
し
て

現
在
大
字
梅
田
の
横
惹
寄
り

に
居
住
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
の
分
村
は
、
そ
の
地
域
住

民
の
意
志
に
よ
り
そ
の
地
域

住
民
の
所
有
の
家
屋
敷
の
線

を
も
つ
て
市
町
の
境
界
線
と

す
る
 

梅
沢
小
中
学
校
敷
地
及
び

公
共
用
建
物
の
代
償
と
し
て

五
所
川
原
市
は
金
五
百
万
円

を
昭
和
三
十

一
年
十
一
一月
末
 

び
自
治
庁
に
深
い
敬
意
と
感
謝

を
捧
げ
る
、
渋
谷
鶴
田
町
艮
も

随
分
と
苦
心
さ
れ
た
よ
う
だ
し

今
後
の
町
政
運
営
に
も
大
き
な

悩
み
が
加
わ
る
事
と
思
う
が
、
 

し
か
し
こ
の
問
題
を
県
の
代
執

行
に
よ
る
住
民
投
票
ま
で
持
つ

て
行
か
ず
に
話
合
い
で
騒
決
し

た
こ
と
は
、
鶴
田
町
の
将
来
の

為
め
に
も
な
る
し
、
又
我
れ
我

れ
と
し
て
も
今
後
の
隣
付
合
い
 

α
上
で
心
に
わ
だ
か
ま
り
を
持
 
 

七
和
村
合
併
に
よ
る
旧
七
和
村
 

議
会
議
員
の
身
分
は
、
全
員
議

決
権
を
持
た
な
い
参
与
と
し
て

五
所
川
原
市
議
会
に
列
す
る
こ

と
に
協
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

外
崎
市
長
が
旧
七
和
村
民
に
も
 

た
ず
に
出
来
る
の
で
都
合
が
良

い
、
新
市
民
と
な
る
部
落
住
民
 

‘
晴
れ
て
念
願
が
叶
づ
た
事
で

も
あ
り
、
過
去
の
行
懸
り
を
捨

て
、
後
に
残
る
鶴
田
町
民
の
た

め
善
隣
友
好
の
精
神
を
も
つ
て

そ
の
幸
福
を
祈
る
と
共
に
、
五

所
川
原
市
の
建
設
に
協
力
さ
れ

る
考
え
を
持
つ
て
来
て
も
ら

い

た
い
、
わ
れ
わ
れ
市
民
も
大
い

な
る
期
待
と
希
望
を
持
ち
、
最

大
の
喜
び
の
中
肥
皆
さ
ん
を
迎

え
た
小
と
鳳
あ

「
一
 

全
青
森
県
知
事
 
山
崎
 
岩
男
 

市
政
運
営
上
の
発
言
を
持
た
し

て
や
り
た
い
と
の
方
針
か
ら
ハ
 

J自
治
庁
及
び
県
に
対
し
折
衝
の

結
果
、
市
の
見
解
に
委
せ
た
い

と
の
回
答
が
あ
つ
た
の
で
、
市

か
ら
こ
の
旨
旧
七
和
村
議
会
に

伝
え
市
議
会
議
員
と
し
て
三
名

の
人
選
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
次

ぎ
の
よ
う
に
回
答
し
て
来
た
の
 

ーで
、
市
で
は
十
日
の
臨
時
市
議

会
に
諮
り
承
認
を
得
た
、
こ
れ

で
市
議
会
議
員
の
数
は
先
き
の

長
富
合
併
に
よ
る
高
橋
馨
氏
と
 

・

併
せ
三
十
四
名
と
な
つ
た
わ
け

で
あ
る
、
な
お
七
和
合
併
祝
賀

会
は
来
る
二
十
日
七
和
中
学
校
 

、で
行
う
事
に
決
定
し
た
が
、

、
こ

れ
に
先
立
ち
同
日
午
前
七
和
村
 
 

阿
部
鼠
夫
、
阿
部
清
四
郎
、
福

士
孝
一
 

‘
 

・
 ・

 

一
 

‘
  

七
和
村
A属

に
伴
う
五
所
川
原
 

市
と
七
和
村
の
合
併
協
定
書
は

次
ぎ
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
 

】
、
合
併
期
日
は
昭
和
三
十
一

年
九
月
三
十
日
と
す
る
 

「
、『
現
七
和
村
役
場
を
市
役
所

支
所
と
す
る
 

一
般
職
員
は
引
続
い
て
市

職
員
と
し
て
採
用
、
身
分
は
五

所
川
原
市
職
員
の
例
に
よ
る
 

特
別
職
は
必
要
に
応
じ
て

市
の
職
員
と
し
て
採
用
す
る
 

七
和
村
の
長
期
債
お
よ
び

財
産
に
つ
い
て
は
（
全
額
市
が

引
継
ぐ
も
の
と
す
る
 

大
、
合
併
後
の
七
和
地
区
は
昭

和
三
十

」
年
度
よ
り
市
の
税
率

を
適
用
す
る
 

大
字
、
字
は
従
来
ど
お
り

呼
称
す
る
 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

市
の
条
例
に
よ
り
実
施
す
る
 

合
併
後
消
防
団
の
組
織
に
 

つ
い
て
市
の
条
例
を
適
用
す
る
 

当
分
の
間
、
七
和
地
区
農

業
委
員
会
を
設
置
す
る
 

十

一
、
民
生
委
員
は
そ
の
ま
、
 

市
の
委
員
と
す
る
 

＋
ニ
、
小
学
校
、
中
学
校
の
学

区
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
 

財
産
区
は
そ
の
ま
ま
存

置
育
成
し
て
、
区
議
会
運
営
上

権
限
を
委
ね
事
務
及
び
会
計
は

支
所
で
処
理
し
、
区
議
会
は
支

所
に
招
集
す
る
も
の
と
す
る
 

大
字
下
石
川
地
区
の
小

中
学
生
の
委
託
問
題
に
つ
い
て
 

‘
は合
併
後
五
所
川
原
市
と
浪
岡
 

町
と
が
協
議
し
て
定
め
る
 

七
和
高
等
学
校
は
そ
の
 

ま
ま
存
置
す
る
 

十
大
、
七
和
村
議
会
議
員
中
三
 

名
は
現
五
所
川
原
市
議
会
議
員
 

在
」
ブ中
五
所
川
原
市
議
会
議
員

と
し
て
在
任
す
る
の
と
す
る
、
 

な
お
昭
和
三
十
一
年
九
月
ニ
十

日
に
て
七
和
村
議
会
議
員
な
る
 

『
もの
（
大
宇
下
石
川
在
住
者
を
 

除
く
）
は
合
併
後
ー
ケ
年
間
五

所
川
原
市
議
会
議
員
の
参
与
と
 

七

り
と
す
る
 

一
 、
大
、
 五
所
川
原
市
は
分
村
地
区
 

、
‘
 丙
の
見
童
生
絶
を
現
在
通
ケ
 

 
 
展
 

 

梅
沢
小
中
学
校
に
委
託
す
る
一
 

町
、
 
，，
ノ
．工
鳶
一t
r弓
．
，「
．‘
一

谷

〈
も

の
と
す
る
  

」
 
七
、
境
界
変
更
施
行
前
の
諸
税

ソ
 
は
鶴
田
町

の
も
の
と
し
、
そ

佐
 

の
後
の
も
の
は
五
所
川
原
市

長

“
の
も

の
と
す
る
 

帥
 
八
、
鶴
田
町
は
昭
和
三
寸
一
年

外
 
十

月
十
八
日
ま
で
の
間
に
梅

＼
 
田
、

中
泉
地
区
の
分
村
に
つ

手
 
い
て

議
決
す
る
‘
の
と
す
る

多
九
、

施
行
は
昭
．
三
十

一
年
け

つ
一
 
一
月
一
日
と
す
る
 

助
 
右
館
定
す
る
 

調
 

昭
和
l
i一十
一
年
十
月
十
日

真
 

写
 
鶴
田

町
長
 
渋
谷
 

文
男

全
議
会
議
長
 
藤
田
．千
保
作

五
所
川
原
市
長
 
外
崎
千
代
吉

全
議
会
副
議
長
 
鹿
内
藤
大
郎
 

一
、
梅
沢
中
、
小
学
校
の
建
築

一一
、分
村
地
城
に
所
在
す
る
右
 

以
外
の
一
切
の
公
共
用
財
産

一
三
、
分
村
地
域
出
身
の
鶴
田
町

は
五
所
川
原
市
の
も
の
と
す
一
 
役
場
職
員
は
全
員
五
所
川
原

る
 
一
 

市
が
引
継
ぐ
も
の
と
す
る
 

行
懸
り
と
な
つ
て
い
だ
梅
田
中
 
山
崎
知
事
以
下
の
県
関
係
者
及
 

日
限
り
鶴
田
町
に
支
払
う
も
・
 

七
和

よ
り

市
議
三

名
 

二
十

日
に
合
併

祝
賀
曾
挙

行
 

●

年

噂
〈
ぐ
1
 

・、
 

」
 和

 
叱

合
併
協
定
書
 

役
湯
臨
け
式
が
行
わ

れ
る
 

引
る
ー
ー

I
~
j
1
1
 

外崎市長の談 



規
準
以
下
の
消
防
機

動
力
 

一
だ
 
が
困
旬
町

で
 
補

H万
一
 

暁

獣
讐
 
小
野

消
防
署

長
に
聞
く
 

能
代
 
で
あ
る
か
『
近
代
消
防
戦
術
の
 
と
尻

無
方
面
に
ー
ム
ロ
づつ

大
舘
 
講
習
を
終
つ
て
帰
庁
し
た
ば
が
  

欲
し

い
、

こ
の
二
台
が
完

に
続
 
り
の
小
野
消
防
署
長
に
聞
い
て
  

備
す
れ
ば
こ
れ
を
遊
撃
隊
 

く
魚
 
見
る
 

と
L
て
始
め
て
近
代
消
防
 

津
の
 
間
 
近

代
消
防
戦
術
と
い
う
  

戦
術
が
実
施
出
来
、
本
市
 

の
大
火
防
禦
態
制
が
整
う

間
 
消
防
活
動
に
不
可
欠
の

水
利
は
 

答
 
市
の
水
道
課
が
上
水
道

の
完
成
に
伴
い
市
街
地
百

米
毎
に
消
火
栓
を
設
置
す

る
と
い
う
か
ら
先
づ
不
安

は
あ
る
ま
い
 

間
 
現
実
の
問
題
と
し
て
大

火
発
生
の
危
険
が
あ
つ
た

場
合
は
ど
う
か
 

答
 
市
の
財
政
上
の
事
情
か

ら
予
算
措
置
が
出
来
な
け
 

 

小野署長 

大
火
は
、
過
去
一
一
回の
大
火
の

経
験
を
持
つ
五
所
川
原
市
民
に

と
つ
て
全
く
無
関
心
で
は
あ
り

得
な
い
，
 
『
火
事
は
こ
り
こ
り

だ
火
は
粗
未
に
し
ま
い
」
と
い

う
の
が
市
民
の
い
つ
わ
ら
ざ
る

気
持
で
あ
ろ
う
、
そ
こ
で

大
火

の
要
素
を
十
分
持
つ
て
い
る
五

所
川
原
市
に
若
し
危
険
な
状
態

が
発
生
し
た
場
合
、
こ
れ
を
防

ぎ
ょ
す
る
十
分
な
消
防
力
と
、
 

こ
れ
を
援
護
す
る
施
設
が
十
分
 

の
は
 

答
 
そ
れ
は
施
設
が
十
分
整

つ
て
の
上
の
こ
と
で
あ
る

本
市
の
消
防
機
動
力
は
国

家
消
防
本
部
が
規
準
と
す

る
人
口
四
万
な
い
し
五
万

に
対
す
る
七
台
に
遠
く
及
 

・

ば
ず
現
在
四
台
の
第
一
線

車
を
持
つ
て
い
る
だ
け
で

い
わ
ゆ
る
近
代
消
防
戦
術

を
完
全
に
行
い
得
る
態
制

に
な
い
、
少
く
と
も
田
町
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鷲
は
騒
時
難
紗

静
『
」「
鯖獲
（ぎ
長
計
割

四三
」諮
 

雑
難
灘
灘
裟
蕪
難
灘
端
吻
臨
嶋
 

い
長
篠
陰

匡
」
に
隣
け
ほm櫨
田鶴
』

mけ陰
隠
ゆ
ほ
け
m
"
 

今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
す
が
 
や
り
切
れ
な
い
だ
ろ
う
し
「
ま
 
長
 

橋
 
四
四
、

o
o
O
 

湊
 
坂

本
 
武
優
 
3
1
3
4
 
武
之
助
 

長
男

今
で
は
民
間
社
会
福
祉
事
業
中
 
た
こ
ん
な
機
会
を
悪
用
す
る
も
 
松
 
島
 
四

大
、
o
o
o
 
鶴
 
ケ
 岡
 
相

馬
 
英
子
 
3
1
2
2
5
 弘
 
章
 
長

女
 

れ
い
け
運」
）騒」
麓
馴
襲

譲

「
”
舞
譲

」
「
」
”」
「
「
」
晴

「
慧
臨
 

「赤い羽根にコ 
、ー御協力をJ 

不
幸

な
人

々
へ
幸
幅
を
 
知
雛

票
雄
樋

彩
如
 

声

播

凄
金

る
の
で
す
が
、
種
寿
な
社
会
事

栄
ー
ー

I
 

記

、
α
剖
 

会
議
事
堂
で
表
彰
式
を
行
う
事
に
な
つ
た
 

今
年」
例
年通
半
が護
で
傷
めつ
け
られ
、
雛

ハ
碧
贈

琵
緒

眺
一
 

健
康
優
良
見
の
入
賞
決
定
 

「郵
詳
「
か雛
彰
麗
気
昌
ま
鷹
け
霧注
藩
滴
適
 

去
る
“生
一
“
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1敏

の
で
詔
静
塞

「
結
碁
漏

淳
暁
各

《
市
では
去
る
九月
赤
ち
や
ん
コy
ク
1
ル
を
行
つ
たが
、次
ぎ
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区
の
目
漂
額
を
示
し
ま
す
と
】
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か
ら

「
赤
い
羽
 
は
資
金
集
め
と
い
う
こ
と
に
な

一L利
ト
乏
ー
「
，、
い

、
う
ン
j
 ～
の
三
十
五
名
が
健
康
優
良
児
と
し
て
入
賞
し
、
今
月
下
旬
市
議
 

‘
 
・
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1一
、
一

ー
ー
‘
1
'
1‘
し
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祈
川
原
 

一
八
九
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つ
つ
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J
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オ
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，
I
り
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人
夫
に
幸
福
を
お
く
つ
て
お
り
一
 

一
 
ー
ー
 

ー
A
 

正
の
目

標
四

」
一
五
千
円
 

ま
す
、市
民
の
皆
さん
ど
う
か
（
 
一
お
目

出
度
う
赤
ち
や
ん

一
 

の
社
会
福
祉
事
業

に
配
分
さ
れ
 
に
つ
い
て
は
、
全
部
落
挙
げ
て
 
の
分
村
希
望
が
日
を
追
つ
て
激
 

〕
 

一H
郵
 

新
 
宮
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川
真
貴
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う
こ
と
か
 

答
 
わ
れ
わ
れ
は
市
民
を
守

る
た
め
に
常
備
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
ら
万
全

ノ
を
期
し
て
不
安
を
除
く
た

一

め
に
努
力
す
る
、
こ
れ
に

I
 

は
常
時
予
防
査
察
や
暴
風

警
報
発
令
の
場
合
な
ど
市

民
に
田
火
注
意
な
ど
を
促

す
予
防
行
政
を
行
い
、
ま

づ
火
を
出
さ
な
い
こ
と
に
 

健十与盛君慶正重龍弘武喜 
九四 	 之 

ーニ二郎女雄治美造蔵章助蔵 

意
を
払
つ
て

い
る
、
消
防
 
造
町
議
会
は
過
般
の
町
議
会
で
 
に
つ
い
て
は
世
上
い
ろ
い
ろ
取

だ
け
で
は
防
ぎ
切
れ
な
い
 
こ
れ
が
分
村
を
認
め
る
事
に
決
 
汰
沙
さ
れ
て
い
た
が
、
外
崎
市

万
一
の
場
合
を
考
え
、
市
 
定
、
部
落
民
の
長
い
間
の
夢
が
 
長
が
熱
慮
の
結
果
、
前
委
員
の

民
の
協
力
を
常
に
求
め
て
 
漸
く
実
現
し
、
晴
れ
て
五
所
川
 
再
任
と
決
定
去
る
九
月
二
十
八
一

い
る
わ
け
で
、
又
出
火
発
 
原
市
民
と
な
る
事
に
な

つ
た
が
 
日
の
定
例
市
会
に
は
か
り
承
認

見
の
場
合
は
間
髪
を
入
れ
 
合
併
に
要
す
る
五
所
川
原
市
と
 
さ
れ
た
 

ず
初
期
消
火
に
全
力
を
集
 
木
造
町
と
の
間
の
行
政
協
定
が
 
委
員
長
 

高
橋
永
大
郎

中
し
て
大
火
発
生
の
芽
を
 
財
産
処
分
の
問
題
で
折
合
わ
ず
 
前

教
育
委
員
、
団
体
役
員

止
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
 
足
踏
み
状
態
に
あ
る
の
で
、
市
 
金

山
字
泉
田
 
四
一
一
才

こ
れ
が
現
在
非
常
な
効
果
 
で
は
県
と
折
衝
の
結
果
、
当
初
 
委

員
長
 

を
あ
げ
て
い
る
 
十

月
一
一
十日
か
ら
の
合
併
期
日
 
職

務
代
行
者
 
川
浪
金
昇
 

間
 
機
動
九
増
強
の
予
算
措
 
を
変
更
し
、
十

一
月
一
日
か
ら
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慮
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琳
唯
目
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」
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柳
如
い
い
 
の人
ロ
は
四
万
五
千
入
を
究
破
 
ー
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五
歳
 

財
政
当局
と
も
十
分
折
衡
す
る
 

火
災
像
防

運
動
 

」
婦
民
の
不
安
を
】
掃
 
新
教

育
委

員
 
＋

ニ
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ま
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施
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熱
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突
等
の
予
防
査
察
、
学
校
、
病
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郎
 

長
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会
、小
学
生
の
図
画
、
習
字
等

秋
元
 
弘
康
 
釦
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三
 

長
男
‘
『
 
防
火
普
及
展
示
会
等
を
開
催
す

太
田
 
孝
子
 
切
 
9
 1
 
登
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一
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桜
井

在
子
 
加
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5
 正
 
己
 

次
女
 
三
名

増
加
に
よ
る
議
員
定
数
の

山
川
 
篤
子
 
3
0
 
1
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9
 要
 
作
 

長
女
 
増
加

と
、
七
和
村
昭
和
三
十
」
 

中
野
と
も
子
 
四

1
2
 
m
 
佐
市
郎
 

次
女
 
年
度

子
算
引
継
ぎ
に
伴
う
追
加

小
川
 
準

一
 
2
9
 
1
28
 
仁
 
市
 

長
男
 

更
生
予
算
及
び
原
子
力
産
業
博
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れ
ば
機
動
車
の
設
備
も
不
 

，
 

可
能
だ
か
ら
、
こ
れ
を
補

う
に
常
備
署
員
の
猛
訓
練

に
よ
る
以
外
な
い
、
し
か

し
こ
れ
‘
限
度
の
問
題
で

現
状
で
杜
初
期
消
防
作
戦

は
完
全
で
あ
つ
て
も
、
延

焼
防
止
に
は
限
界
が
あ
り

全
般
的
に
言
つ
て
大
O
.(
 

ー
セ
ン
ト
の
消
火
効
果
を

あ
げ
る
以
上
に
は
出
ま
い

と
思
う
 

間
 
で
は
大
火
の
危
険
は
現

状
で
は
避
け
ら
れ
な
い
と
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三
”
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全
部
再
任
を

決

定
 
市

消
防
本
部
は
十
月
十
五
日
か

し
さ
を
加
え
て
い
る
の
で
、
木
 
五
所
川
原
市
教
育
委
員
の
選
任
 
ら
十
」
月
十
四
日
ま
で
の
一
7
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い
「
津

一
軽
一路

三申
」
一
4
 

み
ち
の
く
の
秋
も
漸
く
深
く
、
野
面
を
撫
で
る
風
に
も
、
せ
わ
L
い
冬
へ
の
足
音
が

感
ぜ
ら
れ
る
、
！
満
山
錦
繍
と
い
う
に
は
ま
だ
早
い
が
、
刈
り
入
れ
を
終
つ
た
田
圃
に

は
乳
穂
が
立
ち
並
ん
で
、
最
早
や
用
済
み
の
案
山
子
が
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
ポ
、
ン

と
淋
し
げ
に
立
ち
す
く
ん
で
い
る
、
 稔
り
の
よ
い
り
ん
ご
園
で
は
、
健
康
そ
う
な
り

ん
ど
色
の
津
軽
娘
が
、
り
ん
ど
園
の
少
女
か
何
か
を
ロ
ず
ざ
み
な
が
曇
“
り
・
入れ
に

い
そ
が
し
い
、
野
も
山
も
全
く
の
秋

一
色
、
山
頂
に
新
雪
を
綿
鳥
帽
子
の
よ
う

に
被

一
つた
岩
木
山
に
、
落
ち
か
け
る
タ
陽
が
照
り
映
え
て
、
何
と
も
言
え
得
な
い
美
し
さ

で
あ
る
、
津
軽
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
異
の
秋
景
色
で
あ
ろ
う

・
・h
狼
野
長
根
に
て
廿
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原
子
力
産
業
博
を
開
催
 

本
市
空
前
の
大
企
識
 

市
制
三
周
年
記
念

事
業
に
 

市
で
は
市
制
施
行
三
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
 

原
子
力
平
和
産
業
博
覧
会
の
開
催
を
計
画
、
外

崎
市
長
が
上
京
の
都
度
中
央
関
係
機
関
と
折
衝

中
の
と
こ
ろ
、
本
市
の
発
展
と
西
北
地
方
の
原

子
知
識
普
及
を
目
的
と
す
る
文
化
向
上
の
た
め

全
面
的
支
援
の
了
解
を
得
た
の
で
直
ち
に
こ
れ

が
実
施
要
綱
を
作
製
、
青
森
県
と
五
所
川
原
市

共
潤
の
形
を
も
つ
て
関
係
各
省
に
く
右
開
催
実

施
方
の
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
外

崎
市
長
は
九
月
定
例
市
議
会
に
右
に
つ
い
て
の

大
要
の
報
告
を
行

つ
た
、
 こ
の
原
子
力
平
和
産

業
博
は
毎
年
東
北
地
方
で

ー
カ
所
だ
け
開
催
を

許
可
さ
れ

る
も
の
で
、
後
援
団
体
と

L
て
厚
生

省
、
運
輸
省
文
部
省
、
通
産
省
、
農
林
省
、
日

本
国
有
林
鉄
道
等
の
政
府
機
関
を
は
じ
め
、
国

立
公
園
協
会
全
日
本
観
光
連
盟
、
 日
本
交
通
公

社
、
国
際
観
光
協
会
、
日
本
温
泉
協
会
、
弘
南

パ
ス
の
外
、
河
北
新
報
社
、
東
奥
日
報
社
、
陸

奥
新
報
社
が
網
羅
さ
れ
、
全
東
北
を
挙
げ
て
の

大
事
業
化
そ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
あ
る
、
開
催

期
間
は
明
年
八
月
一
日
か
ら
同
三
十

】
日
ま
で
 

の

一
功
月
間
で
、
会
場
は
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

五
所
川
原
小
学
校
の
ーー
カ
所
を
あ
て
、
両
会
場
 

」
十
四
館
に
亘
る
分
類
展
覧
を
行
う
議
華
な
企

画
と
な
つ
て
い
る
、
博
覧
会
開
催
推
進
の
事
務

機
構
と
し
て
市
役
所
内
に
事
務
局
を
置
き
、
東

京
に
連
絡
事
務
所
を
設
置
し
て
遣
算
な
き
を
期

す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
博
覧
会
へ
の
出
品

は
全
国

一
流
メ
1
カ
ー
を
網
羅
し
、
諸
外
国
か

ら
の
田
品
も
予
定
さ
れ
、
次
ぎ
の
よ
う
な
分
類

に
よ
つ
て
展
示
さ
れ
る
 

】
、
産
業
資
源
館
」
、
近
代
工
業
館
三
、
テ

レ
ビ
館
、
 四
、
 原
子
力
館
五
、ソ
生
活
化
学
館

大
、
少
年
科
学
館
七
、
保
健
衛
生
館
八
、
観

光
文
化
館
九
、
 温
泉
パ
ノ
ラ
マ
館
ろ
、
農
水

産
館
二
、
観
光
物
産
館
三
、
専
売
館
三
、
潜

水
海
女
館
茜
、
貿
易
館
一
血
、国
立
公
園
パ
ノ

ヲ
マ
又
、外
国
観
光
パ
ノ
ラ
マ
ー七
、近
代
交
通

館
ス
、
大
東
京
館
完
、
宇
宙
旅
行
館
舌
、
太

陽
熱
利
用
館
三
、
電
気
館
三
一
、南
極
探
険
館
 

」「
一
、宗
教
館
孟
、
演
芸
館
 

'
Y

ー
 
◆

A，
・よ
？

ー
 

・
、
ー
 

暦
祝
 

前
市
議
会

副
議
畏
飛

島
淡
水
氏

は
こ
の
ほ

ど
還
暦
を

迎
え
た

の
で
十
六
日
午
前
十

一

時
か
ら
駅
通
り

サ
ロ
ン
で
還
暦

祝
を
行
つ
た
、
市
内
名
士
多
数

出
席
、
目
出
度
い
華
甲
重
蓬
を

祝
し
た
 

ダ

イ
ヤ

改
正
陳
情
 

五
所
川
原
地
方
か
ら
弘
前
方
面

へ
の
通
学
通
勤
者
が
、
列
車
ダ

イ
ヤ
の
関
隔
で
早
朝
五
時
五
十
 

】
分
の
始
発
を
利
用
す
る
以
外

途
が
な
く
改
正
の
要
望
が
強
か

つ
た
が
、
去
る
＋
日
外
崎
市
長
 

二
十

万
の
観

客
を
動
員
 

所
要

経
費
一

億

を
像
定
 

五
能
線
の
デ
イ
ゼ
ル
力
ー
運
行

計
画
は
国
鉄
が
車
両
の
完
成
次

第
実
施
す
る
事
に
な
つ
て
い
る

が
、
十
七
日
大
鰐
で
開
催
の
五

能
線
関
係
駅
長
会
議
に
出
席
の

秋
鉄
局
営
業
部
長
は
、
通
勤
通

学
列
車
増
発
陳
情
の
五
所
川
原

鶴
田
、
鶴
泊
の
父
兄
代
表
に
、
 

デ
イ
ゼ
ル
九
r
ぱ
明
年
二
月
か

ら
運
行
の
子
定
で
あ
る
と
語
つ

た
、
ま
た
湊
停
留
所
の
設
置
に

つ
い
て
十
八
日
秋
鉄
当
局
が
現

地
調
査
を
行
つ
た
 

力
ー
運
行

L
日
に
ェ
ニ

j
 

雪
馳
斗
は
明
年
ニ
月
 

原
子
力
産
業
博
の
具
体
的
実
施

要
綱
は
近
く
設
置
さ
れ
る
事
務

局
が
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
て

居
り
、
 と
り
あ
え
ず
目
下
仙
台

市
で
開
催
中
の
原
子
聾
の
状
況

視
察
の
た
め
、
佐
々
木
総
務
課

長
補
佐
と
堀
内
企
画
主
任
が
十
 

」
日
仙
台
に
赴
い
た
が
、
市
の

月
論
見
に
よ
る
と
、
こ
れ
の
所

要
経
費
一
億
円
で
、
 こ
れ
は
国

庫
補
助
金
、
入
場
料
、
寄
付
金
 
 及

び
会
場
使
用
料
等
の
収
入
で

十
分
ま
か
な
い
得
る
見
込
で
あ

る
今
ま
で
の
各
地
の
博
覧
会
は

大
体
参
観
者
一
一
十万
を
動
員
す

れ
ば
採
算
が

T
分
と
い
う
事
に

な
つ
て
い
る
の
で
、
西
北
五
合

せ
て
二
十
五
万
の
人
口
と
県
内

各
地
か
ら
の
参
観
人
及
び
隣
県

秋
田
地
方
か
ら
の
入
り
込
み
を

予
想
す
れ
ば
、
 」
十
万
以
上
の

動
員
は
可
能
と
さ
れ
明
る
い
期
 
 

一
  

？
山
中
に
市
の
標
識
 

具
富
、
七
和
の
合
併
で
市
域
も

べ
ら
棒
に
拡
大
さ
れ
、
そ
の
面

積
実
に
一
大

一
、
 大
九
平
方
キ

ロ
と
延
び
、
人
口
密
度
も
大
市

中
、
 一
番
高
い
大
市
と
な
つ
た

東
は
青
森
市
に
接
し
、
北
は
木

造
、
南
は
弘
前
へ
一
と
跨
ぎ
、
 

大
釈
迦
駅
か
ら
の
ダ
ン
ダ
●
坂

を
上
つ
て
約
ニ
キ
ロ
の
左
手
道

路
傍
に
写
真
の
よ
う
な
標
識
が

消
防
署
の
手
で
立
て
ら
れ
「
ホ

ウ
こ
こ
も
五
所
川
原
で
す
か
い
 

」
 
と
行
人
の目
を
と
ど
め
て
い

る
 市

庁
舎
増
築
完
成
 

市
で
は
庁
舎
が
狭
隣
を
告
げ
て

来
た
の
で
本
館
東
側
消
防
署
寄

り
に
鉄
筋
三
階
建
四
室
を
増
築

中
で
あ
つ
た
が
こ
の
程
竣
エ
、
 

近
く
引
渡
し
が
行
わ
れ
る
、
総
 

工
費
三
百
四
十
万
円
で

一
階
は

福
祉
事
務
所
、

一一階
市
長
室
、
 

三
階
は
市
長
企
画
室
が
入
る
予

定
で
大
体
十

一
月
一
日
移
転
す

る
（
写
真
は
掛
来
上
つ
た
新
舘
）
 

コ
ー

ラ

ス

日
本

一
 

去
る
十

二
日
か
ら
十
五
日
ま
で

東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年

祭
に
本
市
か
ら
参
加
し
た
笹
昭

夫
先
生

（
五
所
中
）
引
率
の
青

年
団

コ
ー
ヲ
ス
 （
女
＋
男
大
）
 

団
が
津
軽
の
旋
律
「
ぢ
じ
よ
さ

と
 
「
‘
っ
こ
」
の
合
唱
で
見
 
 

事

一
位
を
得
、
 

十
大
日
牛
後
五

時
五
所
川
原
駅

着
の
列
車
で
帰

郷
し
た
、
同
団

は
過
去
三
回
山

場
、
昨
年
惜
し

く
も
敗
れ
涙
を
 

の
ん
で
い
る
の
で
、
今
回
の
優

勝
は
感
激
一
入
の
も
の
が
あ
つ

た
と
い
う
 

三
上
商
議
所
副
会
頭
等
が
秋
鉄

局
に
赴
き
右
改
善
方
の
陳
情
を

行
つ
た
 

駅

の
上
屋

架
設
 

大
火
で
焼
失
以
来
裸
の
ま
、
放

置
さ
れ
て
い
た
五
所
川
原
駅
ホ
 

ー
ム
の
上
屋
は
、
 十
年
目
で
漸

く
架
設
さ
れ
る
事
に
な
り
、
目

下
支
柱
台
の
基
礎
固
め
を
行
つ

て
い
る
、
 巾
汰
米
、
 長
さ
六
十

二
米
で
総
予
算

「
百
万
円
、
十

一
月
末
ま
で

に
完
成
の
子
定
で

告
る
・
が
、と
・
の
上屋
架
設
で
最

近
急
激
に
増
加
し
て
い
る
乗
降

客
は
大
き
な
利
便
を
受
け
、

五

能
線
唯
一
の

ホ
ー
ム
上
屋
を
持

つ
駅
と
し
て
西
北
の
首
都
の
面
 

目
を
保
つ
 

J
 、
 

待
が
持
た
れ
て

い
る
 

話 

題  

東 I 

西 

南  

北 



、
 

；
 

一
 

、
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引
 

は
貯
蓄
か
ら
 

わ
」
呈
た

ち
が
、心
に
ゆ
と
 

．
 

「
 

十
月
十
七
日
は
貯
蓄
記
念
日
で

す
、
貯
蓄
の
重
要
性
は
今
更
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
国
の

経
済
、
 県
市
の
経
済
、
 ひ
い

て
我
が
家
め
経
済
を
磐
石
の
安

き
に
置
く
た
め
貯
蓄
は
今
や
欠

か
す
こ
‘と
の
畠
来
な
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
、
農
家
の
皆
さ
ん

も
、
 そ
し
て
主
婦
の
方
A
も
、
 

我
が
家
の
経
済
基
礎
の
確
立
の

た
め
、
生
活
に
工
未
を
こ
ら
し

て
、
貯
蓄
す
る
こ
ど
に
つ
と
め

ま
し
よ
う
 

明
る
い
く
ら

k
 

一
市
税
納
期
一
沖
 

（
前
納
付
者
一
九
 

.I
、
・・、

・
二
・
‘

f
・》
‘
）
・
？
、
 

五
所
川
原
地
区
 
（
八
八
名
）
 

（
一
部地
区
末
報
告
）
 

山
崎
辰
五
郎
、
成
田
健
吉
、
船

水
盛
次
郎
、
沢
田
誠
三
、
帯
川

勝
己
、
森
 
繁
、
工
藤
八
太
郎

山
川
良
】
、
尾
崎
金
造
、
佐
々

木
清
、
菊
地
豊
久
、
工
藤
清
、
 

岩
木
川
栄
次
郎
、
 

五
所
川
原
運
送
株
式
会
社

境
谷
正
一
、
伊
藤
テ
ィ
、
斉
藤

慶
吉
、
山
川
四
郎
、
岩
谷
善

一

佐
A
木
勝
義
、
小
坂
惣
三
郎
、
 

外
崎
粂
吉
、
福
井
伝
次
郎
、
井

沼
清
三
郎
、
飛
島
コ
ト
、
毛
内

歳
助
、
中
村
伸
太
郎
、
飛
島
孝

英
、
井
沢
柾
雄
、
原
田
金
蔵
、
 

松
本
勝
、
成
田
健
吉
、
工
藤
重

造
、
尾
崎
源
吾
左
工
門
、
佐
々

木
ッ
ェ
子
、
平
山
泰
三
郎
、
米

田
剛
、
小
野
雄
蔵
、
木
村
長
四

郎
、
宮
崎
幸
子
、
野
呂
卓
造
、
 

宮
崎
豊
吉
、
玉
田
（
ャ
ュ
工
撃

定
市
、
秋
元
真
太
郎
、
船
水
I
 

ェ
、
斎
藤
秀
司
、
高
松
久
作
、
 

小
島
久
雄
、
山
上
敏
夫
、
鰐
田
 

ょ
い
暮
し
へ
の
途
 

貯
蓄
の
心
懸
け
持
と
う
 

難
麟
麟競
麟
鷲
」
灘簾
綴
 

“
範
器
鯵
穀
秒
被
藍
鋒
麓
巌
製
鷲
一

「
護
翼
斜
譜
」
誓
賢
ル
詳
駿

一
料溝
ザ
頑
如
郵
郵
質
髪
『
二謝
想
知
勲
乞
露
糾
窒
震
環
濯
落
繊
 

蓄
に
つ
と
め
る
こ
・
ぞ
あ
り
ま
 
す
、嘩
か
十
円
銅
貨
「
牧
、
 
二県
の
貯
蓄
の
総
額
は
四
百
二
十
 
す
、中
に
は
不
急
不
要
の
も
の
 
平
素
あれ
も
欲
し
い
、
こ
れ
も
貯

蓄
し
て
お
き
ま
し
よ
う
、
そ
 
〈
．
か
5
”
』
、
い
七
ー

（
 

嘗
に
プ
島
奮

与

お
劃
書

僅
か
十
彫
鋤
貨
一
枚
、ニ
県
か
貯
蓄
の
総
額仕
四
百二
十
す
、
中
に
は
不急
年
要
の
もの
平
素
島
れ
も欧
ル
い
、に
m
』
粛
蓄
ル
」
漕
に

よ
只
・
そ
ー
が
百
“
郷
葛
ー

「
 

す
 

民
書
h
 
ユ
ー→
り
．
に
A
び
加
“
しし
 
z
hリ
．
にAび
一？、
、p一し
え
‘
 
、
‘
h
/
 A
J
穿
書
て

一
E
,.
'E?‘く
王
『

Jマ
ー
t
r
'
 c冗
証
川才‘
女
勿
メ
‘

，
ブ
 
、
一i
'

I
j

．、
‘
i

、
 
‘
。一
，
つ11
』
 

．一
，一
一
‘
コー
，
 【
 
、
ー
・・
」
二
一
、
一
二
、1ノ・I
ノ
 
（
 

夢
を
、
必
ず
実
現
し
て
呉
れ
ま
 
楽
し
く
明
る
く
、
そ
し
て
豊
か
 
億
円
を突
破
し
、
戦
前
の
貯
蓄
 
に
や
つ
た
方そ
も
、
相
当
見
受
 
す
しか
し
一
寸
お
待
ち
下
さ
、

・Jい
た
し
ま
し
よ
う
c
ヌ
そ
れ
と
 
（
(
”
り
い
い
U
荘
バ
軒
ハ
 
（
 

そ
れ
は
、
わ
た
ぐ
し
た
ち
の
ー
ー
じ
よ
う
、
そ
う
す
る
と
焼
け
た
 う
方
も
相
当
あ
つ
た
よ
う
で
す
 
引
 
り
。

r
G
H

ー
 

可
愛
い
、
お
子
さ
ん
の
進
学
資

》
業
年
度
を
終
了
し
た
法
人
『
 

り
を
も
つ
て
、
楽
し
く
明
る
い
 
ん
“
“が
新
知
の
三
加
か
も
ル
ー
り
盗
ま
れ
か
り
す
か
。
酬
い
知
 
と
中
し
如
し
で
、

童
作

の
 
蓄
し

ま
し

ょ
，
っ
 

金
と
か
、
結
婚
資
金
や
、
住
宅

一
m
法
N
税
割
と
均
等
割
に

く
ら
じ
ゼ
す
る
に
は
（
ま
ず
健
 
四
千
円
、
】
カ
月
に
す
る
と
三
一く
お
ま
け
に
利
息
が
つ
い
て
増
 
た
め
量
家
の
みな
さ
ん
の
ふ
と

・サ
・
リ
ー
マ
ン
の
み
な
さ
ん
忙
 
を建
て
た
り
、
テ
レ
ビ
を
買
う
 
「
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
《
 

康
で
働
く
と
と
も
に
つ
く
ら
し
 
百
三
十
円
づ
・
貯
蓄
す
る
こ
と
一・
えま
す
の
で
一
石
一一
島と
い
う
 
こ
ろ
工
合
が
、そ
ん
な
に
悪
か
 
は
、楽
し
い
ポ
ー
ナ
ス
の
時
期
 
た
め
に
も
、ポ
ー
ナ
ス
や
、
手
 
）
告
し
納
付
し
て
下
さ
い

‘
》
 

貯
蓄
ま
、
み
な
さ
ん
D
楽
し
戸
 
み与
さ
ん
D
く
ら
し
を
、
」
男

ん
D
杵
詳
で
一
日
も
早
く
五
百
 
を
した
り
、
冠
婚
葬
祭
を
盛
大
 
い
て
お
られ
た
こ
と
・
思
い
ま
 計
画
を
た
て
、
、
予
算
生
活
を
 
）
女
，

准
「
皿
ゆ
ゆ
毛
〉
 

か
ん
か
督裁
耗
山
ジ
。
町
郵
隷
勤
い
転
い
‘
、い「
目
郵
「
乙
）
い
』
 
知割

み
な
ど凡
の
収
入
●
え沼
皆

り
ま
‘ん
、買
物‘
無
い
山
驚

を
驚
ま
ら

舞
踊
持
落
轟
鰍
聾
」
 

潔
灘
潔
移
棄
繰
無
無

k
舞
鱗
叫範
す
難
懲
霧
穏
m
議
議
薄
演
臨
籍
羅
～
』
響
嘉＼
鈴
盤
碑
醸
一
 

の
設
計
を
計
画
的
に
た
て
て
貯
「
に
よ
つ
て
、
達
成
さ
れ
る
の
で
ー
わ
け
で
あ
り
ま
ず
、
現
在
青
森
 
つ
た
と
も
甘
え
え
な
い
ょ
う
で
 
が
近
づい
て
ま
い
り
ま
し
た
、
 
当
な
ど
臨
時
の
収
入
は
、
必
ず
 
？
去

入
見

割

へ
去
人
発質
？
 

と
し
、
伴
弘
、
小
山
田
鳳
隆
、
 

飛
島
駒
五
郎
『
三
捕
龍
「
（
小

山
内
賢
造
、菊
地
松
雄
、藤
田
富

作
、
小
田
桐
市
太
郎
、
大
村
吉

雄
、
長
尾
勝
衛
、
宮
越
三
四
郎

坂
本
栄
三
、
 工
藤
豊
吉
、
 

高
満
タ
カ
、
松
本
喜
三
郎
、
成

田
五
郎
司
、
成
田
ナ
ル
、
 鶴
谷

正
次
、
藤
田
清
、
石
沢
秀
五
郎

佐
藤
藤
夫
、
管
原
吉
郎
、
飛
島

砧
三
、
釜
落
銀
三
、
谷
藤
と
し

山
本
善
次
、
平
川
甚
四
郎
、
寺

田
操
、
佐
藤
伝
太
、
、佐
々
木
喜

郎
、
須
藤
力
太
郎
、
小
山
内
貞

雄
、
小
田
桐
勝
義
、
斎
藤
秋
男

川
浪
喜
代
作
、
川
浪
由
吉
 

栄
地
区
 
（
二
」）
 

山
田
多
作
、
木
村
・
サ
、
木
村

酉
造
、
木
村
正
三
、
平
山
友
次

郎
、
平
山
広
工
門
、
平
山
喜
啓

斎
藤
千
代
吉
、
中
村
建
次
、
木

村
久
五
郎
、
平
山
千
恵
、、

山
田

尚
善
、
 山
田
多
作
 

長
柵
地
区
 
（一ニ
四
名
マ
 

須
藤
運
裁
、
太
田
喜
次
郎
、
斎

藤
万
九
郎
、
石
岡
武
四
郎
、
片

岡
勇
吉
、
沢
田
国
貞
、
斎
藤
良

男
、
松
野
辰
巳
、
松
野
ミ
サ
オ

片
岡
喜
代
志
、
葛
西
清
太
郎
（
 

葛
西
利
巳
、
乳
井
善
雄
、
乳
井
 

？
、
 

、
 

く
く
く

イ
く
く
ー

ー
ー
“

"

"

“
ー
ー
 
ー
 

ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 

l
 

？
 
】l
J●
一
、
l

、
且
 
、一
 
い

な
い
、
立
沢
な
成
繊
を
挙
げ
る
 
元
も子
も
無
く
な
つ
て
し
ま
い
 
の
お
金
が
、
、
み
》な
さ
ん
の
手
許
 
な
が
ら
、仲
々
出
来
な
か
つ
た
 
す
、行
き
当
万
ぱ
つ
た
り
の
生
 
〈
 
駐
蛎
帯
」
加
リ
～
 

《
 

と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
貯
蓄
 
ま
す
 
、
 

に
入
つ
た
わ
け
で
す
が
、
一
部
 
こ
と
が
、
た
や
す
く
実
現
出
来
い活
で
は
、
将
来
が
不
安
に
な
り
 ？
 
鶴
月
有

儒
お
 

ー
》
 

し
た
お
金
に
よ
つ
で
、
県
内
の
ー
み
な
さ
ん
の
大
切
な
お
金
は
、‘
の
方
●
を
除
い
て
は
今
迄
の
不
る
よ
う

に
な
る
よ
う
に
な
る
で
 
ます
。
貯
蓄
さ
え
あ
れ
ぱ
、
み

》
 
各
三
期

分

＼
 

産
業
を
大
い
“に
興
し
た
い
と
思
一
手
も
と
に
お
か
な
い
で
、
 正
規
 作
や
、
凶
作
に
よ
つ
て
借
り
た
 
しよ
う
、
 

な
さ
ん
の
ど
の
よ
う
な
夢
も
必
 
〈
法
人
の
市
民
税
の
う
ち
昭
（
 

い
ま
す
 

ー
 

ー
の
金
融
機
関
に
預
け
て
お
き
ま
 
お
金
を
返
す
のに
勢
一
杯
と
い
 

女
尺

D

【
馴
よ
庁
 
ず
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 
》
和
三
十
一
年
八
月
中
に
事
）
 

円
ア
ル
ミ
貨

一
枚
と
思
わ
れ
ず
一
 

き
ぬ
、
 

太
郎
、
 

与
 

横
島
岩
一
郎
、
横
島
岩
一
工
藤
柾
蔵
、太
田
万
九
郎
、
成
一
み
、成
田
竹
四
郎
、
成
田
貞
助
 

長
尾
大
助
、
長
尾
喜
栄
一
田
平
内
、
松
野
あ
き
、
清
水
き
一
寿
田
秀
五
郎
、
斎
藤
邦
雄
、
小
 

億
円
で
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
 

な
つ
て
し
ま
 

田
桐
喜
代
太
郎
、
斉
藤
柾
五
郎

高
谷
栄
、
松
野
喜
代
太
郎
、
須

藤
新
一
、石
岡
文
蔵
、片
岡
貞
蔵

松
島
地
区
 
（
三
名）
 

佐
々
木
与
太
郎
、
高
谷
藤
太
郎

小
野
忠
三
 

飯
詰
地
区
 
（一
一
名）
 

伊
藤
喜
代
司
、
工
藤
峰
五
郎
 

第
四
次
自
衛
官

募
集
に

つ
い
て
 

記
 

募
集
要
領
 

募
集
人
員
一
一等
陸
士
約
七

〇
〇
O
名
 
一一
等
海
士
約
九〇

〇
名
 

」
等
空
士
約
三
O
〇
名
 

募
集
日
程
 

」
、
願
書
受
付
期
限
 

昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
 

全
年
十
「
月
十
五
日
ま
で
 

2
、
試
験
期
間
 

寸
ノ
 

m”
ア
ル
ミ貨
一
改
と
思
わ
h
ず
ノ
）
値E
て
左
り
ま
寸
ノカ
 
み
な
さ
 を
．
「
「
‘
大
h
J
 オ
料
に
グ
馴
昇
【
，
し
t
、
ー
 
雪
1
し
弓
メ
ど‘
 
ー
「
『‘
月
，I
,
r
hじ
，「
」‘
ノ、
ー
 『
 コ
ブ
》島・
誠

、ー
ー
、
・
）
 

を
買
つ
た
り
、
不
相
応
の
建
築
 

写
真
廿
合
併
し
た
七
 

和
村
の
目
抜
通
り
原
 

子
商
店
街
三
叉
路
 

、
、
、
、
、
ー
しv、
、
、
、
ー
・
、I
I
I

、
‘
 

昭
和
三
十
一
一
年一
月
十
八
日
か

ら
全
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
 

3
、
入
隊
期
日
 

二
等
陸
士
昭
和
」
干
一一
年
三月

未
 

ニ
等
海
士
昭
和
三
十
一一
年
五月

以
降
遂
次
 

「
等
空
士
全
 

応
募
資
格
 

昭
和
七
年
三
月
二
日
か
ら
昭
和
 

十
四
年
三
月
一
日
の
間
に
生
れ
 

買
い
だ
い
と
、
楽
し
い
夢
を
画
 

納税強調期間 

ー末納視はお早く 

市
役
所
で
は
十
月
十
日
か

ら
十
ニ
月
ニ
十
五
日
ま
で

を
納
税
強
調
期
間
と
定
め

特
別
対
策
本
部
を

設
け
て

強
力
に
滞
納
整
理
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
 

市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
若

し
未
納
税
金
が
あ
り
ま
し

た
ら
成
る
べ
く
早
く
お
納

め
下
さ
い
、
最
悪
の
場
合

で
も
十
二
月
廿
五
日
ま
で

に
は
是
非
完
納
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
 

た
 （
昭
和
三
十一一
年三
月
一
日

現
在
十
八
歳
以
上
一
一
十
五
歳
末

満
）
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子

で
￥
校
教
育
法
に
定
め
る
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
 

か
つ
自
衛
隊
法
第
三
十
八
条
の

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者
 

試
験
科
目
 

簡
単
な
筆
記
試
験
、
身
体
検
査
 

及
び
ロ
述
試
験
を
行
う
 

そ
の
他
 

い
て
必
要
な
時
に
使
え
る
よ
う
 

所
 

役
 

市
 

原
 

剛
 

五
 

大
、
医
官
、
歯
科
医
官
、
幹
部

候
補
生
、
陸
曹
の
募
集
に
つ
い

て
 

1
（
医
官
及
歯
科
医
官
に
つ
い
 

て
 

、
 

」
 

‘
 

医
官
、
陸
上
一
「
O
名
 
海
上

五
の
名
 
航
空
四
四
名
 
歯
科

医
官
陸
上
「
O
名
 
海
上
八
名

航
空
五
名
 

募
集
期
間
昭
和
三
十
一
一
年
三月

未
ま
で
常
時
募
集
中
 

2
、
幹
部
候
補
生
（
一
般技
術
）
 

に
つ
て
 

陸
上
五
O
O
名
海
上
一
O
〇
名

航
空
」
三
O
名
募
集
期
間
、
昭

和
三
十
一
年
九
月
一
日
よ
り
全

年
十
月
三
日
ま
で
 

・

夫

陸
曹
に
つ
い
て
 

採
用
人
員
約
二
C
O
名
募
集
期
 

叫
幹
部
侯
補
生
と
全
じ
 

4
、
備
考
 

詳
細
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
青
森
 

地
方
連
絡
部
若
し
ぐ
は
地
方
課
 

外
事
係
に
照
会
せ
ら
れ
た
い
 

『
，

.．柳
m
羅
釘
一一
 

（
与
頃
沼
九

，
七
）
 一
 

一
 


